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【要約】  
 東京都心部で行われてきた水圏環境教育プログラムでは，プログラム前後の参加者の意識変容に

ついて分析が行われてきた。しかしプログラムごとの効果や，参加者の意識変容の推移を段階的に

分析しているものはない。本研究では，東京都心部にて実施された水圏環境教育学実習について，

参加学生から得られた感想文の自由記述データをプログラム毎に分けて分析を行い，自己決定理論

の観点から参加学生の水圏や東京都心部の自然についての認識の変容プロセス，プログラム毎の効

果を明らかにすることを目的とした。分析の結果，プログラムの進行に従い，『関係性』，『有能

感』，『自律性』の向上が確認され，内発的動機付けが高まっていることが示唆された。また，環境

改善に関する願望や具体的な提案の記述が確認され，参加者の主体的な行動へ意欲の高まりを示す

ものと考えられた。  
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(本文を開くにはパスワードが必要です。) →日本水圏環境教育研究会 

（hypomesus◎gmail.com）にご連絡ください。 

 


